
 

次期関西広域連合広域計画原案の修正 

 

平 成 ２ ６ 年 １ 月 

関西広域連合本部事務局 

 

次期広域計画原案について、いただいたご意見・ご提案を踏まえ以下のとおり修正いたします。 

 

（主な意見） 

● 文科省と文化庁は日本を芸術文化立国として位置づけ、東京オリンピックにかけて世界か

ら一万人の文化関係者を集める方針。最近東京に国立の文化施設が４つ（国立オペラ劇場、

国立能楽堂、国立美術館、科学技術館）できた。国土の均衡ある発展の為に東京に国立の文

化施設を一つ作れば、関西広域連合内（域内の何処でも良い又は他の地方）に一つ作るべき

で、関西としても要望すべき。 

 

（関西広域連合の考え方） 

○ 東京オリンピック・パラリンピックにつきましては、関西広域連合としましても、関西独

自の文化・観光の魅力を効果的に国内外に発信し集客につなげる、またとないチャンスと考

えており、最終案に向けて表現などを調整し、追記してまいります。 

○ 関西広域連合としての具体的な取組については、今後、構成団体間のみならず、経済団体

等も含めた場で協議・調整も行いながら、検討を進めてまいります。 

 

（修正内容） 

次期広域計画原案 次期広域計画原案の修正 

第５実施事務の対応方針及び概要 

２ 広域観光・文化振興 

（文化振興） 
日本文化のルーツである関西の文化の振興

と発信力を一層高め、関西をこれまで以上に、
わが国の文化の中心とすべく「文化首都・関

西」の実現を目指し、さらに、世界を視野に
「アジアの文化観光首都」としての発展を目

指すため、以下の重点方針に基づき取り組む。 
 

 
 

 

 

 

 
日本文化のルーツである関西の文化の振興

と発信力を一層高めるとともに、2020年に開
催が決定した東京オリンピック・パラリンピ

ックや関西ワールドマスターズゲームズ2021
などの開催に向け、戦略的な発信力の強化に

努めるなど、関西をこれまで以上に、わが国
の文化の中心とすべく「文化首都・関西」の

実現を目指し、さらに、世界を視野に「アジ
アの文化観光首都」としての発展を目指すた

め、以下の重点方針に基づき取り組む。 
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（主な意見） 

● 関西広域連合がワールドマスターズゲームズの誘致を行った結果、2021年に関西で「関西

ワールドマスターズゲームズ 2021」を開催することが決定したならば、広域計画にも取組を

記載するべきではないか。 

 

（関西広域連合の考え方） 

○ 関西広域連合では、４年に１度開催される生涯スポーツの国際総合競技大会であるワール

ドマスターズゲームズの開催を誘致し、平成２５年１１月に「関西ワールドマスターズゲー

ムズ２０２１」の開催を決定したところです。 

○ ご提案いただいた国民体育大会は、スポーツの普及、健康増進と体力の向上、地方スポー

ツの振興などの発展に寄与することを目的として、都道府県持ち回りで毎年開催される国内

最大の国民スポーツの祭典ですが、この内容と同様の趣旨である「関西ワールドマスターズ

ゲームズ２０２１」が単なる一過性のイベントに終わることがないよう、関西マスターズス

ポーツフェスティバルの開催についても計画しているところであり、マラソンなどの様々な

競技について冠をつける対応を検討しています。 

○ 今後、これらの大会を通じ、関西を生涯スポーツの先進地域として発信し、健康志向の活

力ある高齢社会の実現、スポーツツーリズムによる関西の活性化につなげてまいります。 

○ ご提案いただいた内容を踏まえ最終案までに表現などを調整し、追記いたします。 

 

（修正内容） 

次期広域計画原案 次期広域計画原案の修正 

 

８ その他広域にわたる政策の企画調整等 
(1) 広域にわたる政策の企画調整 

１～７に定めるもののほか、第４に定める
「広域連合が目指すべき関西の将来像」の実

現に向け、構成団体の協力の下、関西全体と
して取り組むべき広域にわたる行政の推進に

係る基本的な政策の企画及び調整に関する事
務を引き続き積極的に行う。 

 
 

 

 

 
 

１～７に定めるもののほか、第４に定める
「広域連合が目指すべき関西の将来像」の実

現に向け、構成団体の協力の下、関西を生涯
スポーツの先進地域として発信する関西ワー

ルドマスターズゲームズ 2021 や関西マスタ
ーズスポーツフェスティバルへの支援など関

西全体として取り組むべき広域にわたる行政
の推進に係る基本的な政策の企画及び調整に

関する事務を引き続き積極的に行う。 
 

 


